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一
、
内
閣
文
庫
所
蔵
の
脈
書
『
診
脈
要
捷
」

『
診
脈
要
捷
」
一
巻
一
冊
（
函
架
番
号
一
’
三
○
三
’
六
九
、

日
本
四
つ
目
鍼
眼
原
装
、
紙
高
二
六
一
粍
、
紙
幅
一
八
一
粍
、

蔵
印
記
「
江
戸
医
学
／
蔵
書
之
記
」
「
多
紀
氏
／
蔵
書
印
」
二
種
）

は
、
そ
の
外
題
（
「
診
脈
要
捷
原
名
脈
粋
」
と
墨
書
）
と
眺
誼

の
序
（
治
平
三
年
）
お
よ
び
李
撰
の
賊
（
嘉
定
癸
未
）
よ
り

未
・
請
世
基
の
『
脈
粋
」
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
ま
た
、
成

書
年
は
眺
誼
の
序
が
書
か
れ
た
一
○
六
六
年
を
も
っ
て
そ
の
年

と
す
る
。
書
末
に
「
永
正
十
五
年
戊
寅
三
月
七
日
、
申
剋
写
之

畢
」
と
あ
り
、
続
い
て
「
天
保
壬
寅
正
月
、
小
島
氏
宝
素
皇
蔵

本
借
紗
、
堅
識
」
と
朱
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
紀
元
堅

が
小
島
宝
素
よ
り
借
り
て
紗
写
し
た
も
の
と
わ
か
る
。
『
脈
梓
」

は
、
台
湾
故
宮
博
物
院
に
（
重
紗
）
日
本
永
正
十
五
年
紗
本
が

39

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
脈
害

『
診
脈
要
捷
』
に
つ
い
て

吉
岡
広
記

日
本
鍼
灸
研
究
会

二
本
あ
る
ほ
か
、
中
国
中
医
研
究
院
に
も
同
紗
本
と
恩
し
き
一

本
が
確
認
さ
れ
る
二
全
国
中
医
図
書
聯
合
目
録
ご
・
故
宮
所
蔵

本
の
う
ち
、
楊
守
敬
の
手
書
識
語
の
あ
る
一
本
が
台
湾
・
新
文

豊
出
版
公
司
よ
り
影
印
出
版
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
蔵
印
記

「
小
島
氏
／
図
書
記
」
が
辛
う
じ
て
判
読
で
き
、
ま
た
真
柳
誠
氏

の
報
告
二
診
法
之
属
（
上
こ
『
漢
方
の
臨
床
」
五
○
巻
七
号
）

か
ら
も
『
経
籍
訪
古
志
」
の
云
う
宝
素
堂
旧
蔵
の
影
永
正
紗
本

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
内
閣
文
庫
所
蔵
の
多
紀
元
堅

手
賊
本
は
そ
の
模
写
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

謂
世
基
お
よ
び
『
脈
梓
」
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
序
賊

と
『
郡
斎
読
書
後
志
」
よ
り
、
世
基
は
河
南
の
人
で
字
を
処
厚

と
言
い
、
『
内
経
」
を
は
じ
め
歴
代
の
医
書
を
閲
読
し
、
暖
昧
で

理
解
し
に
く
い
こ
と
を
憂
い
、
善
い
所
を
集
め
て
本
書
を
著
し

た
こ
と
が
伺
え
る
。
ま
た
、
南
宋
代
に
王
進
甫
が
王
叔
和
の

「
脈
賦
」
（
本
書
は
、
管
見
で
は
明
代
の
熊
宗
立
『
勿
聰
子
俗
解

脈
訣
」
、
張
世
賢
『
図
註
脈
訣
」
や
叢
書
で
あ
る
「
医
要
集
覧
」
、

内
閣
文
庫
所
蔵
の
『
医
書
八
種
」
、
清
の
『
古
今
図
書
集
成
」
に

見
え
る
の
み
で
、
未
～
元
代
の
目
録
お
よ
び
医
書
に
は
未
見
）

と
合
刻
す
る
際
に
『
診
脈
要
捷
」
と
改
題
し
た
こ
と
が
知
れ
る
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が
、
伝
本
は
こ
と
ご
と
く
『
脈
梓
」
の
み
で
構
成
さ
れ
る
。

二
、
内
容

全
二
十
七
篇
か
ら
な
り
、
概
ね
歌
訣
の
形
式
を
採
り
、
最
後

の
二
篇
（
聰
声
験
病
訣
、
察
色
井
死
入
神
訣
）
を
除
け
ば
、
書

名
の
通
り
脈
診
に
関
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
左
右
寸
関
尺

の
蔵
府
配
当
を
は
じ
め
、
男
女
の
常
脈
、
四
時
五
蔵
の
脈
、
妊

娠
や
胎
児
の
男
女
の
弁
別
、
予
後
判
定
、
小
児
の
虎
口
三
関
脈

診
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
そ
の
中
核
を
な
す
の
は
、
第

十
一
篇
の
弁
七
表
八
裏
脈
形
状
左
右
主
病
法
で
あ
る
。
篇
名
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
『
脈
経
」
『
千
金
方
」
な
ど
の
陪
唐
期
ま

で
に
見
え
る
「
相
類
」
や
「
相
対
」
と
い
う
主
要
な
脈
状
分
類

で
は
な
く
、
宋
代
以
降
に
盛
行
し
た
『
王
叔
和
脈
訣
」
よ
り
始

ま
る
「
七
表
八
裏
九
道
」
を
採
用
す
る
。
た
だ
し
、
九
道
と
い

う
名
称
は
見
え
ず
二
脈
訣
」
を
除
け
ば
『
脈
粋
』
に
や
や
遅
れ

る
劉
元
賓
「
通
真
子
補
注
脈
訣
」
が
そ
の
初
出
と
な
る
。
敦
煙

出
土
の
『
七
表
八
裏
三
部
脈
」
に
も
見
え
ず
、
九
道
と
い
う
名

称
の
成
立
は
北
宋
代
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
検
討
を
要
す
）
、

そ
れ
に
相
当
す
る
脈
状
は
長
・
短
十
七
死
脈
十
虚
・
牢
・
促
・

結
・
代
十
革
（
原
本
は
誤
っ
て
草
に
作
る
）
＋
細
・
動
の
順
に

置
か
れ
、
全
三
十
二
脈
状
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
脈
證
は
、
七

表
脈
の
う
ち
浮
・
就
が
左
右
寸
関
尺
各
部
、
残
り
五
脈
と
八
裏

脈
が
寸
関
尺
、
そ
の
他
が
脈
の
主
病
と
い
う
形
で
記
載
さ
れ
、

左
右
寸
関
尺
診
を
一
部
採
用
す
る
。
こ
の
診
法
は
、
「
太
平
聖
恵

方
」
（
浮
・
流
の
二
脈
の
み
）
よ
り
始
ま
り
、
「
脈
梓
」
の
影
響

下
に
南
宋
の
『
察
病
指
南
』
（
七
表
八
裏
脈
の
み
）
で
展
開
さ
れ
、

元
の
『
診
家
枢
要
」
（
七
表
八
裏
脈
に
相
当
す
る
脈
状
）
で
一
応

の
完
成
を
見
る
。
洪
脈
を
除
く
七
表
脈
に
は
脈
図
が
付
さ
れ
る

が
、
脈
状
の
図
式
化
の
試
み
は
本
書
を
も
っ
て
嗜
矢
と
す
る
。

『
察
病
指
南
」
で
は
八
裏
九
道
お
よ
び
七
死
脈
も
加
え
全
脈
状
に

脈
図
が
描
か
れ
、
ま
た
『
脈
経
」
の
一
部
の
版
本
に
も
見
え
る

な
ど
、
そ
の
影
響
は
大
き
い
。

本
書
は
、
①
脈
図
の
創
始
、
②
『
脈
訣
」
以
来
の
七
表
八
裏

（
九
道
）
脈
の
採
用
、
③
従
来
の
寸
口
診
や
寸
関
尺
診
か
ら
左
右

寸
関
尺
診
へ
の
移
行
と
い
う
三
点
に
お
い
て
、
北
宋
よ
り
生
じ

た
脈
診
の
新
た
な
展
開
の
一
翼
を
担
っ
た
大
き
な
意
義
を
持
つ

脈
書
で
あ
り
、
そ
の
成
果
は
『
察
病
指
南
」
に
継
承
さ
れ
る
。


